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　高齢化社会の到来をひかえ，いよいよ重要視される
健康の自己管理の中で，食事は運動，休養と並んでそ
の主軸をなすものであり，改めて，成人してからでは
遅く，小児期からの食事のあり方力～見直され始めてい
るt）ユ）3｝4㌔
　食物の嗜好や食習慣の形成期にある幼児の心身の健
康づくりの基本となる食生活指導5〕に関して，より適
切な指針を求むべく，著者らは新潟県内幼児の食物。
栄養素等摂取の実態を，山村，農村，漁業地域および
都市近郊という生活環境別に，かつその時代の流れに
よる推移を把握するために，昭和41年以来，同一の地
域で同一・の方法により，数年間隔で調査を行ってい
る6）7）e）。今回は，都市化傾向の進展しつつある都市近郊
に住む幼児の食物・栄養素等摂取状況の15年間の推移
を，昭和47年，52年，57年9｝および62年度の調査結果に
基づいて検討したので，それらの成績を報告する。
　　　　　　　　調　査　方　法
　1．調査対象の本学付属幼稚園について
　本学付属幼稚園は，斬潟市郊外の国道7号線に隣接
した交通の便のよい田園地帯にある。新潟市には二園
しかない県立幼稚園め一つで，恵まれた教育環境のも
とに，「子どもの人間的発達の基礎を守り育て，生きる
こと（自立）と愛すること（連帯）の能力をつちかう。」
を教育目標として，昭和46年に開園された。定員は96
名（3歳児一一　5歳児）で，園児は，本園の所在地であ
る海老ヶ瀬および大形本町を中心として，その周辺地
域ならびに隣接の市より，バス，乗用車また徒歩にて
通園している。
　なお，給食は昭和56年度まで行われていなかったが，
57年度より週1回実施され，さらに62年度より保護者
の要望もあって週2回実施されている。その他2回の
弁当昼食時には牛乳が供されている。また，50年度よ
り9年間，本学塚政科食物専攻の栄養指導実習の一環
表1　誘査対象
初回調査ｺ和47年度 第2回調査ｺ和52年度 第3回調査ｺ和57年度 第4回調査ｺ和62年度
婁糊25名 雛｝・・名 翻i8名婁糊21名
平均年齢5．5歳 平均年齢5．3歳 平均年齢5．3歳 平均年齢5，0歳
幼稚園園児 幼稚囲園児 幼稚園園児 幼稚園園児
常用動労者世帯 常用鋤労者世帯 常用勤労者世帯 常用動労者世帯
核家族が92％ 核家族が90％ 核家族が72％ 核家族が86％
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として，幼稚糊給食実習を秋季に3回実施しており，
その折に保護者に対して給食内容の報告を兼ねてささ
やかな栄ii蟻旨導メモを配布していた。
　2．調査対象
　表1に示すごとく，4－6歳の健康な幼児10～25名
を対象とした。なお，少数例であるため，分析の際に
性，年齢による差異を問わなかった。
　3．調査時期および期間
　昭和47年，52年，57年および62年度のそれぞれ四季
の各連続3日問（通年12日問）である。
　4．調査内容および方法
　1）食物摂取状況調査　国民栄養謁査に準じ，個人
別秤量方式によった。エネルギーおよび栄養素摂取量
は，昭和47および52年度は三訂食品成分表1°｝，57年度は
三訂補食品成分表Ei｝，62年度は四訂食品成分fi12），食物
繊維，食品中コレステP一ル摂取量は食品含量表副を
爆いて擁出した。得られた成績のうち栄養素等摂取量
表2　本調査に使用した食品構成
（単位：9）
年齢・性 4－－5歳 6 歳
食品群
? ? ? ?
馴糞調ん類 140
P⑪0
120
W⑪
150
P20
130
P00
い　　　も　　　類 30 30 30 30
砂　　　糖　　　類 5 5 1⑪ 10
葉　　　子　　　類 40 40 50 45
演　　　脂　　　類 10 工0 10 10
豆　　　　　　　類 4⑪ 40 40 弓0
繰黄　色　野菜 50 5G 55 55
その他の野菜 100 100 110 116
果　　　実　　　類 1⑪0 10⑪ 10G 100
（海　　草　　類） （1） （王） （1－2） （ト2）
魚　　　介　　　類 3G 39 4■ 40
肉　　　　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　　　類 50 50 50 50
乳　　　　　　　類 零3GO 寧300 寧290 軍290
詰：孝i簿は牛乳に換算した数値である。
の比較基準には，対象児の性，年齢，体重から個人別
に算定した栄養所要量14，江5｝紛を用い，食品群別摂取量
の比較基準には手塚ら17｝の食品構成（表2）を適用し
た。動物性タγバク質所要量は動物性タンパク質比を
50％とし，脂質所要量は脂肪エネルギー比を25％とし
てそれぞれ算出した。なお，比較基準に対して摂取割
合が50％以下を摂取不足，91・－110％を適量摂取，201％
以上（食品の揚合）または151％以上（栄養素等の場合）
を多量摂取として，各群に属する対象児数を百分率で
示した。
　2）体位測定　身長，体重を測定し，各調査年度の
対応する50年，55年，60年および65年におけるB本の
栄養所要量作成に用いられた体位（推計）基準値14）ls）16，
と対比して，比率を求めた。
　3）体力測定　平衡力（捧上片足立ち），筋持久力（体
支持持続時間），瞬発性（立幅跳び）および調整力（両
足連続跳び越し）の4種目について実施した。その評
価は薪潟県教育委員会による幼児の運動能力基準1s｝に
従い，30点を中位とする5段階法によって行った．47
年度は，52年度以降と同一の種目について実施できな
かったので，新潟県国公立幼稚園協会実施による幼児
の運動能力実態調査19なり，関連の種目を抜すいして，
平衡力（バラソス），瞬発性（立幅跳び），調整力（シ
グナル・ラγ二yグとシグナル・スプリソグ）の3種
目を対象児の成績の参考として記載した。
調査結果ならびに考察
　1．摂取食品数ならびに献立の15年間の推移
　1入1日当りの摂取食品数の推移は表3に示すよう
に，26種類から29，30種類と増えて15年後に27種類と
なったe動物性食品数は6種類で15年来ほぼ変化なく，
植物性食品数は20　一一　23Pt類で，若干増えているが，間
食食品数のみは5種類から4種類に減じた。対象児の
摂取食品数は山村（23→25種類）巳｝より多く，農村（23
→32種類狸および漁業地域（28→32種類）s｝より若干少
なくなった。動物性食品数は山村（3→5種類）より
多く，農村（4→7種類）りおよび漁業地域（5→6種
類）にほぼ近似していた。
　つぎに，献立については各薄象児それぞれに多様で
一定の傾向を見出しがたかったが，概して多彩な献立
が多くなった。代表的な献立例を衰4に示すc
2．摂取食品の充足状況とその15年聞の推移
対象児の食品群別摂取量の15年聞の推移を表5に，
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表3　摂取食品数の推移
（1人1日当り，W＋SD）
総　　　数 動物性食品 植物性食品 間　　食
昭和47年
@　52年
@　57年
@　62年
26±1．8
Q9±3．4
R0±6，4
Q7±4．6
6±1．3
U±0．5
V±2．2
U±1』
20±2．2
Q3±3．1
Q3±5．8
Q1±3．7
5±13
S±O．6
R±1．0
S±1．1
その食品溝成目安量に対する摂取割合の15年間の推移
を表6に，さらに食品構成目安量に対する食品群の摂
取不足，適量・多量摂取児数の10～15年間の推移を表
7に示した。調査年による性差，年齢差を不問にして
見るならぽ，この15年間を通してさしたる変動の見ら
れなかった食品群は豆類のみであり，その他の食品群
の摂取量は増減いずれかの変動が見られた。有意に増
加したのは緑黄色野菜のみであり，減少した食品群の
うちで有意であったものは，米類，穀類総量，砂糖類，
菓子類，果実類および卵類であった。該地域では，初
回調査の昭和47年度における摂取量が，穀類，豆類お
よび縁黄色野菜を除く10食品群においてすでに目安量
を充足または凌駕しており，とくに肉，卵および乳類
摂取量の低値であった山・農村珊とは対照をなすもの
であった。さらに，菓子類や果実類のごとく多量摂取
域にある食品群も含まれるなど，総摂取量（表5）は
この15年間で最も多かった。52年度以降は，57年度の
肉類を除き，多量摂取域に位置する食品群は見られな
くなり，経年的に総摂取量も減少傾向をとっている。
穀類の摂取割合が逐年低下して59．4％に至り，卵・乳
類のそれが74．6－－81．7％と目安量以下となったもの
の，緑黄色野菜のそれが著増して133．2％になり，魚
介・肉類のそれが目安量を凌駕して増減しつつ，それ
ぞれ143．O％，133．1％に至っている15年目（62年度）
の対象児の摂取パターンは，おおむね同期（61年，乎
成元年）の山・農村のそれ2°｝に類似していた。かつて、
緑黄色野菜は摂取不足食品の最たるものであったが，
61年度に有意な摂取増の認められた背景には，四訂食
品成分表12）の公表後，緑黄色野菜の指定に異動があっ
たことも考慮しなければならない。すなわち，三訂食
品成分表工゜⊃では緑黄色野菜＝有色野菜（可食部100g当
りカロチソ含有量600μg以上の野菜）であったが，四
訂成分表ではその分類が廃され，新たに厚生省が栄養
脂導用として，有色野菜以外の10種類を含む緑黄色野
菜を指定し，それに基づいて摂取野菜を分類すると，
従来よりは若干高い摂取量となる場合が多い。
　なお，摂i取上の個人差は変動係数で見る限り概して
小さく，とくに穀類のそれはどの調査年においても小
さく，対象児にとって穀類は目安量に充たないながら
も，基本食品すなわち主食として定着していることが
うかがわれた。一方，砂糖類のそれは大きい方であっ
た。
　さて，食品構成目安量に対して，適量を摂取してい
る対象児は，毅類，野菜・果実類および卵・乳類にお
いて減少または皆無となり，他方，豆類と肉類におい
て顕著に増加した。ついで，穀類と卵類の摂取不足児
がそれぞれ29％となり，一方，野菜・果実類のそれが
皆無となったが，とくに緑黄色野菜の摂取不足児の著
減して皆無という現象は，他の山・農村，および漁業
地域においても観察されており，好ましい現象として
注目される。これをもたらした背景を，前述の事皆も
含めてさらに検索し，幼児期栄養指導上の示唆を得た
いものと思う。多量摂取児については，穀類と緑黄色
野菜のそれは15年間皆無であり，その他の食品群にお
いても漸減して僅少化，または皆無となっている。
　3．摂取栄養素量の充足状況とその工5年間の推移
　対象児の栄養素等摂取状況の15年間の推移を総括し
たのが表8，9および10である。摂取上の個人差は変
動係数で見る限り，前述の食品のそれに比しておおむ
ねやや小さいものの，個人別に算出した栄養所要量の
個人差に比べるならぽ、摂取量のそれは殆どやや大で
あった。各栄養素別に摂取上の個人差を検討すると，
＝一ネルギーはやや小さく，ピタミソDが最も大きくt
この様相は15年来変わっていない。
　栄養所要量に対する摂取割合は，ピタミソDを除き
殆どが100％以上であるが，52年度においてビタミン
B，，57年度においてエネルギー，鉄およびピタミソC，
62年度において鉄がそれぞれ所要量を充足していな
かった。エネルギーの摂取割合は適量摂取域にあるも
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表4　代表的な献立例
朝　　　　食 昼　　　　食i弁　　　当） 夕　　　　食 3　食別｣立型 間　　　食
米販 野粟サソドウィッチ 米飯 アイスクリーム
みそ汁（わかめ，ねぎ） ゆで卵 みそ汁（とうふ，ねぎ） ブリソスメ戸ソ
? 澱物（きゅうり）
ﾄ魚（めざし）
牛乳
oナナ
豚肉の生姜醤油焼き
sーマソ油妙め，　トマト C　・e墨C
昭 ト　ーマ・　ト　，　チーズ，　ユノレ　ビー 酢の物（きゅうり，くら
和 げ）
47
年 米飯 米飯 米販 ・せんべい?
久
みそ汁（キ＋ベヅ，麸）
ﾗ物（かぶ）
ベーコソエツグ
tランクフルトソーセー・
ポークシチュー
?ﾘサラダ c・d・c
チョコレート
ﾝかん
、 かまぼこ，焼のり ジ 白菜潰，みかん
ふりかけ，エルピー 金平ごぼう
牛乳
トースト おにぎり 米飯 せんべい
ナムレツ 豚ひき肉の卵とじ みそ汁（かぼちゃ，油揚 はつか糖
? 野莱サラダ? きゅうりとトマト
Eインナーソーセージ
げ）
nソパーグ e・d・c
ブリソスメロ：ノ
昭 りんご 牛乳 野菜サラダ?
枝豆
52
年 トースト 米飯 米飯 ショートケーキ?
客
いり卵
?ﾘサラダ
鶏肉フライ
ｶうれん草ごま和え
みそ汁（とうふ，ねぎ）
ﾄきぎょうざ e・C　・C
みかん
、 牛乳 りんご ほうれん草とかまぼこの
みかん， 牛乳 浸し
みかん
トースト 米飯 米飯 アイスクリーム
いり卵 豚肉味噌潰焼き みそ汁（じ・やがいも，お ビスケット
? 野葉サラダ? いり卵
Lャベツ塩もみ，トマト
かめ）
ﾏ魚（かれい） e・d・c
西瓜
昭 牛乳 野菜煮しめ??
中華風サラダ
年 トースト 米飯 米飯 せんぺい? ウインナーソーセージ 豚肉生姜焼き カッ井（豚肉，卵） クッキー
冬 野菜妙め ほうれん草ソテー みそ汁（とうふ，なめこ） e・d・cみかん
ココア入り牛乳 コロンケ（市販の冷凍品） 金平ごぼう
牛乳 濃物（白菜，野沢菜）
トースト おにぎり 米飯 アイスクリーム
ブレーソオムレツ 卵焼き みそ汁（豆腐，わかあ） ブリソスメロγ
サラダ（きゅうり，レタ ミートボ・一ル 鶏肉の唐揚げ昌 せんべい?
ス，トマト） 野菜妙め サラダ（キ苧ベツ，きゅ e・d・c
昭 牛乳 金時豆の甘煮 う　り｝プ官ヅーコ　リー，シー
7．
?? オレソジ，牛乳 チキγ）
}豆，ふりかけ
年 米飯 サソドウィヅチ 米飯 乳酸菌飲料
度 みそ汁（大根，油揚げ） （卵，パセリ，マヨネー シチュー まんじゅう
冬 卵焼き[豆
ズ，チーズ）
uロッコリー
豚カツ
Tラダ（キャベツ，人参， c・ε・d
りんご　　　　」
ｬ魚チヅブス
ブロッコリー塩ゆで みかん ひじき）
牛乳 ふりかけ
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のの，逐年漸減傾向を呈しており，穀類摂取割合の著
減との関連性について検討されなけれぽならないもの
と思われる。
　また，表10に示すように，栄養所要量に比して摂取
不足，適量摂取および多量摂取のいずれの対象児も皆
無となり，61年度の山村幼児2°）においても同様の現象
が観察された。
　総じて，都布近郊幼児の栄養素等摂取状況は，この
15年間に，良好な摂取水準を保持しつつも，若干の栄
養棄がやや漸減する方向に推移した。唯，きわめて低
い損i取水準にあるピタミソDがさらに漸減しており，
日光照射による皮膚での生成量の問題もあって，その
評価は難しいが，発育期ゆえにその摂取増について検
討されなければならないものと思われる。
　4．摂取エネルギー比および栄養比率等の15年間の
推移
　対象児の摂取エネルギー比については図1に示すご
とく，初回調査年においてはいずれも適正域にあった
が，その5年後の52年度から適正域を逸脱して，糖質
一＝ネルギー比は漸減，脂肪・タソバク質エネルギー比
は漸増し始め，57年度まで前二者の下降ならびに上昇
が続いたが，62年度には軌道修正のきざしが見られ，
糖質・脂肪・タンパク質rネルギー比はそれぞれ54，
31，15％となった。期せずしてこの成績は，農村幼児
のそれと同値であったが，56～58年頃より，これら3
エネルギー比は山・農村および漁業幼児では横ぽい，
他方，都市近郊幼児では僅少ながら上昇または下降が
見られ始め，いわゆる栄養素摂取の都市化傾向の到達
点が，あるいは56高58年頃に集約されることになるの
であろうか，関心の持たれるところであるが，今後の
調査にゆだねたい。なお，穀類エネルギー比の動向は，
米および小麦類＝ネルギー比のそれを反映して，若午
の増減を経て，62年度には35％に至った。この成績は，
また農村幼児のそれと近似するものであったが，その
内訳において，農村幼児では米エネルギー比が対象児
に比べてやや高値であった。
　つぎに，栄養比率等の15年間の推移については図2
に示すごとくであり，動物性タソパク質比は15年間通
して幼児の推奨値を超えていたが，57年度が頂点で，
62年度には54、1％に減少・是正された。また，動物性
脂質比もほぼ類似の軌跡を描いて推移したが，57年度
までのそれには魚介類の脂質が含まれており，62年度
からはそれが含まれなくなったために，若干の考慮を
要する。なお，摂取一＝一ネルギー1，000kcal当りのコレス
テP一ル摂取量は漸増，食物繊維のそれは横ばい，食
表7　食品構成目安量に対する食品群別摂取状況の15年間の推移
（単位：％）
摂取割合 摂取不足50％以下 適量摂取91－－110％ 多量摂取 201％以上
食品群別調査年度 昭和47年 52年 57年 62年 47年 52年 57年 62年 47年 52年 57年 62年
穀1一　　　類 9 19 44 29 22 26
〔〕
5 o o o 0
い　　’も　　類 32 30 11 5 9 12 17 19 17 28 o 19
砂　　樋　　類 23 41 44 43 11 14 6 14 33 14 o 5
油　　脂　　類 20 7 o 0 12 5 17 19 35 37 0 lo
豆一　　　類 26 51 28 19 13 7 6 56 4 5 6 5
緑黄色野菜 51 61 39 o 11 9 6 0 o 0 0 o
その他の野菜 11 14 11 0 20 12 22 0 5 9 0 o
果　　実　　類 4 15 6 o 5 2 22 o 48 8 6 o
魚　　介　　類 12 26 o o 10 9 11 19 28 26 6 14
肉　　　　類 15 7 o o 12 5 o 56 16 26 50 14
卵　　　　　類 21 21 22 29 ⊥6 19 6 10 2 9 o o
乳　　　　類 8 28 o 14 22 9 44 10 7 7 0 0
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表le　栄養所要量に対する栄養索等摂取状況の15年間の推移 （単位：％）
一黛こ　　摂取割合 摂取不足 50％以下 適五t摂取 91－110％ 多五窒摂取 151％以上
　　　　　　　調査年度柴i産素等 昭和47年
52年 57年 62年 47年 52年 57年 62年 47年 52年 57年 62年
エ　　ネ　ル　　ギ　　ー o o o
? 26 47 22 0 o 5
? 0
総タ　ソパク質 o o o o 11 19 33 o 5 18 6
?
動物性タソパク質 o o 0 o 工1 20 11 o 21 26 33 9
脂　　　　　　　質 o o 0 0 11 35 11 o 16 27 17 o
カ　ル　　シ　　ウ　　ム o 9 o 0 0 26 17 0 47 27 39 o
鉄 o o 0 o 68 20 17 0 o 14 0 o
ビ　タ　　ミ　ソ　A o 12 o o 26 26 50 o 11 22 17 0
ビ　タ　ミ　ソ　臥 o o 0　’ o 37 28 33 o 5 7 11 0
ビ　タ　　ミ　ソ　B2 0 7
? G ‘2 19 33 0 o 9 o o
ビ　タ　　ミ　ン　C
? 7 o o 11 7 28 o 32 38 o o
（96）
〒o
糖質笛＊ルギー比
60 59
5455
串常
＊串 5i
50 牢堵
麺o 脂肪晶ネルギー比
34
32 竈 3ユ?
30 ?
20 タγバク質エネルギー比
15 15 15
13
昭 52 57 62和墨7
@年
?
年 年
遍正域
5ト64穿6
（％）
25
20
15
　o
（％）
25
15
小麦頻エネルギー比
　25
14
16
＿＿＿一一燕u査年度
遍正域
2s－－30％
20
ユ5
10
」0
）???（
??
?
4
25 米エヰルギー比
1ff
18 19
逃正埴
11～13％
註：＊P〈O．05，　＊＊Pく0．Ol，（昭和47年産との比較において窮意，　t一笹定）
　　　図1　エネルギー比の15年間の推移
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塩のそれは漸増し，他方，
P／Sは有意に低下，Key
の食事因子φ量は上昇，
Na／KおよびP／Caは漸
増傾向を呈しており，今後
の動向に大いに関心が持た
れるところである。しかし
ながら，食塩のそれは菊地
ら20）の成績にほぼ近似し，
Keyの食事因子φ量につ
いては，幼児食のそれはあ
まり算定されておらず比較
することがでぎないが，高
桑ら21｝による女子学生の日
常『食のそれの34．09よりも
低値であった。また，Na／
Kは成人の目標摂取量1ε｝と
比べ大差なく，P／Caは岡
崎ら2Z）の実測値とほぼ等し
かった。したがって，対象
児らの食物・栄養素等摂取
のi奨態は，成人病予防に対
置しての考察においても，
現状では静観していてもよ
し、ようPこ思iっれる。ただ，
現在の栄養学の示す栄養所
幼児の食生活に関する研究（第23報）
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表11対象児の体位・体力評価の推移
　　　　　　　　　　調査年度
?@　　目
昭和47年 52　年 57　年 62　年
了 SDCV
i％）
7 SDCV
i％）
万 SDCV
i％）
万 SDCV
i％）
体位の体位推計基準
lに対する比率（％）
身　　長
ﾌ　　重
99』
X4．1
3．5
T．3
3．5
T．6
1012
P01．1
4．8
V．7
4．7
V．6
99．1
X5．7
5．6
P3．6
5．7
P42
100．4
X8．6
3．7
H0．O
3．7
?n．1
Body］Mass　lndex 14．9 1．0 6．7 14．7 L4 9．5 15．1 1．3 8．6 15．1 L173
体　　力　　評　　価
i3．0を中位とする
@5段階評価による）
平衡力
ﾘ持久力
u発性
ｲ整力
3．O
?．?．?
1．5
|冒
O．9
Q．7
50．0
@－
Q9．0
V7．1
4．⑪
Q．7
R．0
S．3
1』
O．8
kO
n．8
25．G
Q9．3
R3．3
P8．6
3．8
Q．6
Q．7
Q．7
1．1
O．7
P』
P』
28．9
Q6．9
R7．0
R7．0
37
Q2
R．3
R．9
0．9
O．5
P．O
潤D3
24．3
Q2．7
R0．3
V．7
平均値 3．2 工．8 56．3 3．5 O．8 22．9 3．o 1』 33．3 3．3 O．5 15．2
1日当り歩行歩数 11，0112，06118．7
要量に照らすならぽ，摂取エネルギー比を適正域に戻
す努力は必要であろう。
　5．体位・体力評価等の15年間の推移
　表11に示すように，体位基準値に対する身長の比率
etg9．O→101．2→99．1→leo．4％，同じく体重の比率は
94．1・．101．1→95．7→98．6％であり，体重の比率の各調
査年ごとの変動がやや大であるが，対象児の体位はお
おむね適正範囲にあるといえよう。体力評価は，筋持
久力が2．7→2．6→2，2へ漸次低下しやや低値であり，平
衡力が3．7～4．0とややすぐれている等の傾向も見受け
られるが，4種目の平均値は3．0－3．5と中位の成績で
あった。なお，対象児の1日当りの歩行歩数は，62年
度において初めて測定したものであるが，11，ell±
2，061歩であった。幼児の万歩計による運動量の測定に一
ついては，相川ら2S）の東京都と神奈川県の保育園にお
ける3歳児97名の成績があり，その平均値は8、OOO　一一
10，000歩の範囲にあウ，本対象児の成績が日常性を欠
いたものではないことをうかがわせる。歩行歩数の測
定値は，幼児栄養との関連性における運動量の一つの
指標ともなり得るものであり，今後共測定を継続し，
データを集積して行きたい。
　以上のごとく，日本経済の高度成長の最盛期より低
成長率時代に至る約15年間の時代的推移による都市近
郊幼児の食生活変客の実態を10～25名の事例について
観察したのであるが，時代を反映してか，当初より多
量摂取食品も含まれる潤沢な摂取状況であり，むしろ
逐年適正域へ漸減傾向をとりつつ，おおむねは好まし
い摂取水準に至った。この動向は，山・農村幼児の場
合と対照的であった。昭稲60年代前半において，糖質・
脂肪・タンパク質エネルギー比および動物性タソパク
質比がそれぞれ適正域にあり，また，穀類エネルギー
比が40％に接近し，その他の摂取栄養指標が中庸に位
置している，いわゆる好ましい摂取水準に至ったのは，
著者らの調査対象においてはひとり山村幼児のみであ
り，都市近郊幼児の場合は，57年度に適正域を逸脱し
たが，再びそれへ回帰し始めようとしているのが現況
のように推察される。これら幼児の食物・栄養素等摂
取の都市化傾向の行方も，成人病予防に対置した幼児
期栄養指導上の一示唆として，今後共見守って行きた
いと思う。
　　　　　　　　　要　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，昭和47年，
52年，57年および62年度の都布近郊幼児の，食物・栄
養素等摂取状況について検討を加えた。対象児は4
－一　6歳児10／・｝　25名で四季の各連続3日間（通年12日間）
の食物摂i取量を個人別に秤量調査し，食品構成目安量
ならびに個人別に算定した栄養所要量と対比して，5
－一　15年間の推移の状況を調べ，以下の結果を得た。
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　（1｝摂取食品数は，57年度に30種類に至ったが，他
は26－－29種類であり，動物性食品数は6・－7種類で15
年間さしたる変動はなかった母
　②　食品摂取状況は，15年の問さしたる変動のみら
れなかったのは豆類のみで，米・穀類，砂糖・菓子・
果実・卵類が有意に減少，緑黄色野菜のみが有意に増
加して目安量を超えた．62年度に至って卵・貌類が目
安量以下に減じ，その摂i取割合は75，82％となった。
また，穀類のそれは82．2→59．2％に減じた。
　（3）栄養素等摂i取状況は，15年間に適量摂取域内で
はあるものの，エネルギー（摂取割合117－－102％）と
鉄（同108－94％）が有意に減少，ビタミンAのみが有
意に増加した。また，ビタミソDの摂取割合は59－17％
へ有意に減少した。
　㈲　摂取エネルギー比については，i毅類（40→
35％）・糖質（59→53→51→54％）エネルギー比は漸減，
脂肪エネルギー比（28→32→34→31％）漸増後減少，
タソパク質エネルギー比は漸増して横ばいで推移し
た。
　｛5）動物性タンパク質比は漸増後減少して54．1％に
なり，摂取エネルギー－1，　ooekcal当りコ】／ステロール・
食塩摂i取量はやや漸増，P／Sは漸減，王（eyの食事因子
φ量，Na／K，およびP／Caは漸増傾向をそれぞれ示
した。
　（6）対象児の体位は体位推計基準値に比し，身長
（99　一一　110％），体重（94～101％）共に適正範囲にあり，
体力評価は中位の成績であった。
　⑦対象児の平均1日当り歩行歩数は11，011±
2，061歩であった。
　終りに臨み，本研究に際し御懇篤なご指導を賜わり
ました本学学長塚原　叡先生，新潟大学医学部公衆衛
生学教授豊嶋英明先生，コンビa一タ処理によるデー
タ解析についてご指導を賜わりました同講師林　千治
先生ならびに同助手宮西邦夫先生に深く感謝申し上げ
ます。また，15年間の各調査時期に煩雑な調査に真摯
にご協力下さいました調査対象世帯の方々，とくにお
母様方に心より感謝申し上げます。
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